
 

 
  

 
 

 
 
 
 

  慰安旅行の不参加者に金銭を支給する場合 

Ｑ：当社は、先日慰安旅行に行きました。

一部の不参加者に金銭を支給しようかと検討

していますがこの場合の取扱いはどうなりま

すか？ 

 

Ａ：業務上の不参加か自己都合の不参加か

によって次のように取り扱われます。 

【解説】 

会社が、役員又は使用人のレクリエーショ

ンのため、社会通念上一般的に行われている

と認められる旅行、会食、演芸会又は運動会

などの費用を負担した場合は、これらの行事

に参加した役員又は使用人が受ける経済的利

益については、給与として課税しなくてよい

こととされています。 

ただし、役員や特定の社員だけを対象とし

てこれらの行事の費用を負担するという場合

は、それらの者に対する給与として課税され

ることとなっています。 

また、不参加者に対して金銭を支給する場

合には、不参加の理由によって次のように取

り扱われることとなっています。 

① 会社都合の場合 

不参加が会社の業務などによるものである

場合には、その不参加者に支給する金銭は

給与として課税の対象とされます。 

② 自己都合の場合 

自己都合で参加しなかった者に金銭を支給

する場合は、不参加者だけでなく、参加者

全員について、不参加者に支給した金銭相

当額が給与として課税されることとなりま

す。 
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